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１制度導入の背景
一なぜ開発者負担金制度が必要なのか一

大規模開発の柳 １

　

ホテル・リゾート施設の立地

　

　

同局
　
　
旨力

　
受資
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新たな水需要が発生

水源・施設能力の確保が必要

新たな投資が必要

　

その費用を誰が負担するのか



２ 現在の負担の仕組み
・一般利用者も開発事業者も同じ料金体系
・大規模開発による追加投資も料金収入で賄う仕組み
・開発者だけが追加負担する仕組みが確立できていない

・工事負担金制度あり
（条例・規則・要綱を整備）

・開発により施設整備が必要となる場合は、
原則として事業者負担

〔対象施設〕 水源・送水・配水・給水施設

　

制度は存在するが、
　

　

　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　

　

・負担金の算定方法が整理されていない

・徴収・運用実績が確認できない

・個別協議による対応
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実務上十分に機能していない
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３現大の課題

開発に伴う追加的な費用負担のルールが明確
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算定方法が定まっておらず、

　　

個別対応となっている
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－ 園厩 ． 持続的に運用できる制度が必要
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４ 制度設計の基本的な考え方

鋤漕■■１１■森繋警醒との
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１１－■■■■■■■■■ 開発に伴う施設能力
　

　　　　　　　　　　　　

を 適 切 に 反 映

側－ ■ ■ ■ ■モデル単価方式など

　　　　　　　　　　　　

運 用 し や す い 仕 組

開発に伴う施設能力増強費
を適切に反映

モデル単価方式など
運用しやすい仕組みを検討



５ 制度の基本構成（案）
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負担対象を整理

工事負担金

　　　　　　　　　

開発者負担金

（現 行 制 度）

　　　　　　　　　

（新 制 度）

　　　　　

（現 行 制 度）

　　　　　　　　　

（新 制 度）
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敷地周辺の施設

　　　　　　　

水道システム全体の能力増強

　　　　　

配水管・給水施設など

　　　　　

水源・浄水・送水施設など
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６ 開発者負担金の対象（案）

　　　　　　　　　　

　

水道システム全体の能力を確保するための施設
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※開発に伴う施設能力の増強を対象とする。
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７ 今後の検討項目

　

　

　

　


